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特 長
●�錆の心配のない樹脂釘を一体化しました。
●樹脂釘は、通常の釘打ちの要領で垂直に打込んで下さい。
●型枠の解体後、スラブ下から色の確認ができます。
●�軽天から軽量物吊り下げの設備工事まで、幅広くご使用頂け

ます。

適合型枠 木製合板

用 途 軽天・軽設備用

タ イ プ 樹脂釘一体化タイプ
ツインカット

※重量物を吊設される場合は、
［カラーストロング］樹脂釘タイプ（→ 20 ページ参照）
［ドラゴン］樹脂釘タイプ（→ 22 ページ参照）
［カラーホール］釘処理不要タイプ（→ 17 ページ参照）を
ご使用下さい。

品番表 コードNo.M10052　ツインカット ※引抜試験値は破壊時の数値です	 単位 mm

品　番 ね じ 径 有効埋設
（mm）

コンクリート埋設　引抜試験値
入　数
（個） カラー 有効ねじ 

S
頭　径 

D
胴　径 

d
高　さ 

H
頭　厚 

h最大引抜力 
（kN）

コンクリート 
圧縮強度 

N/m㎡

TC-3030 W3/8 30 12.0 26.1 500 13 31 12 32.5 2.5
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１. 墨出し位置にインサートを正確に設置します。

２. 通常の釘打ちの要領で、樹脂釘を１本ずつ打込み固定します。

３.�スラブの下に残った樹脂釘はハンマーで簡単に処理できます。

4. ボルトは緩みのないよう最後までねじ込んで下さい。�


